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前期（2012 年４月～９月）と後期（2012 年 10 月～ 2013 年３月）にそれぞれ 15 週間開講した。







　前期は，初級クラスが 10 人，中級クラスが 15 人，上級クラスが 37 人（うち２人は中級クラスも同
時に受講），計 60 人が日本語課外補講を受講している。60 人の在籍身分別の内訳は，大学院生 25 人，
研究生 14 人，特別聴講学生 12 人，科目等履修生（県費留学生），教員研修生各３人，特別研究学生２人，
日本語・日本文化研修留学生１人となっている。国・地域別の内訳は，中国 41 人，韓国５人，チェコ３人，
ベトナム，ロシア各２人，インドネシア，ガーナ，カメルーン，台湾，バングラデシュ，ブラジル，ラ
トビア各１人となっている。また，所属別の内訳は，理工学教育部 19 人，経済学部 12 人，人文学部９
人，経済学研究科５人，芸術文化学部，人間発達科学研究科各４人，人間発達科学部３人，工学部，人
文科学研究科各２人となっている。
　後期は，初級クラスが７人，中級クラスが 15 人，上級クラスが 35 人，計 57 人が日本語課外補講を
受講している。57 人の在籍身分別の内訳は，大学院生 21 人，研究生，特別聴講学生各 11 人，特別研
究学生，科目等履修生各４人（科目等履修生４人のうち３人は県費留学生），日本語・日本文化研修留
学生３人，教員研修生２人，学部生 １人となっている。国・地域別の内訳は，中国 35 人，韓国６人，
ロシア４人，カメルーン，タイ，ベトナム各２人，インド，インドネシア，ガーナ，台湾，ブラジル，














　前期は 2012 年４月９日（月）～７月 26 日（木）を授業期間とした。曜日調整のため，７月 17 日（火）
は月曜日の授業，７月 25 日（水）は金曜日の授業を行った。後期は 2012 年 10 月 10 日（水）～ 2013
年２月８日（金）を授業期間とした。12 月 25 日（火）～１月４日（金）は冬季休業，１月 18 日（金）
















曜 限 初級クラス 中級クラス 上級クラス
月
１ 文法 （加藤敬） 文法Ａ （高畠）
２ 文法 （加藤敬） 文法Ａ （高畠） 表現技術 1（濱田）
３ 語彙・表現（加藤扶） [ 中級・上級クラス共通 ] 漢字 1 （高畠）
火
１ 文法 （要門） 聴解 （濱田） 
２ 文法 （要門） 会話 （副島） 会話 1 （松岡）
３ 聴解 （濱田） 作文 1 （松岡）
４ 読解Ａ 1 （藤田）
水
１ 文法 （横堀） 文法Ａ （中河）
２ 生活日本語（加藤扶） 文法 （横堀） 文法Ａ （中河）
３ 文字・漢字 （加藤扶） 日本文化 1 （中河）
木
１ 文法 （高畠） 文法Ｂ （副島）
２ 生活日本語（要門） 文法 （高畠） 文法Ｂ （副島）
３ 聴解 1 （要門）
４ 文法 1 （要門）
金
１ 文法 （永山） 文法Ｂ （松岡）
２ 文法 （永山） 文法Ｂ （松岡） 読解Ｂ 1 （遠藤）
３ 会話 （後藤）
　　＊ １限 8:45 ～ 10:15，２限 10:30 ～ 12:00，３限 13:00 ～ 14:30，４限 14:45 ～ 16:15
　　＊ 網掛けの授業科目は，日本語研修コースとの合同授業
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表 2　2012 年度後期 日本語課外補講時間割
曜 限 初級クラス 中級クラス 上級クラス
月
１ 文法 （加藤敬） 文法Ａ （高畠）
２ 生活日本語（加藤扶） 文法 （加藤敬） 文法Ａ （高畠） 表現技術 2（濱田）
３ 聴解 （加藤扶） [ 中級・上級クラス共通 ] 漢字 2 （高畠）
火
１ 文法 （要門） 聴解 （加藤扶） 
２ 文法 （要門） 会話 （副島） 会話 2 （松岡）
３ 生活日本語（要門） 語彙・表現（藤田） 作文 2 （松岡）
４ 読解Ａ 2 （藤田）
水
１ 文法 （横堀） 文法Ａ （中河）
２ 文法 （横堀） 文法Ａ （中河）
３ 文字・漢字 （加藤扶） 日本文化 2 （中河）
木
１ 文法 （高畠） 文法Ｂ （副島）
２ 文法 （高畠） 文法Ｂ （副島）
３ 聴解 2 （要門）
4 文法 2 （要門）
金
１ 文法 （横堀） 文法Ｂ （松岡）
２ 文法 （横堀） 文法Ｂ （松岡） 読解Ｂ 2 （遠藤）
３ 会話 （後藤）











第 1 週 １課～４課 第 9 週 30課～32課
第 2 週 ５課～７課 1 課～ 6 課試験 第 10 週 33課～35課 26課～32課試験
第 3 週 ８課～11課 第 11 週 36課～38課
第 4 週 12課～14課 7 課～ 12 課試験 第 12 週 39課～41課 33課～38課試験
第 5 週 15課～18課 第 13 週 42課～45課
第 6 週 19課～22課 13 課～ 18 課試験 第 14 週 46課～48課 39課～45課試験
第 7 週 23課～26課
第 15 週
49課～50課 日本語能力試験












トーリーで覚える漢字 300』（くろしお出版）をメインテキストとして，1 日の授業で 1 課進むペースで，
ひらがな，カタカナ，漢字の読み書きの練習を中心に行った。
　週 2 コマの「生活日本語」の授業では，『JAPANESE FOR BUSY PEOPLE』Ｉ（講談社インターナショ
ナル）をメインテキストとして，1 日の授業で 1 課進むペースで初級文型の導入及び会話力を伸ばすた
めの練習を中心に行った。
　なお，前期については，月曜 2 限開講予定だった「生活日本語」を，高岡キャンパスからの受講者の
スケジュールにあわせて，5 月の連休明けから水曜 2 限に変更するとともに，4 月分の授業内容につい
て補講を行うなどのサポートを行った。そして，後期については，木曜 2 限開講予定だった「生活日本
語」を受講者のスケジュールにあわせて，第 2 週目以降火曜 3 限に変更した。
５．３　中級クラスの授業内容






は 1 日（2 コマ）の授業で 1 課進むペース，『日本語中級Ｊ 501』は 2 日（4 コマ）の授業で 1 課進むペー
スで，それぞれ中級の語彙や文法事項を導入し，主に読解の力を伸ばすための練習を行った。
　「聴解」の授業では，前期は『日本語生中継・初中級編』1，2（スリーエーネットワーク），後期は『毎




























































　以下，表 4 に前期初級クラス，表 5 に前期中級クラス，表 6 に前期上級クラス，表 7 に後期初級クラ
ス，表 8 に後期中級クラス，表 9 に後期上級クラスの授業内容のアンケート集計結果をまとめた。授業
内容に関するアンケートでは，中級，上級クラスについては，1 人の学生が複数の授業科目に答えてい
るため，括弧内の人数はいずれも延べ人数を表す。評点は 5 段階評価で，値が大きいほど良い評点であ
ることを示す。「とてもよかった」を 5 点，「よかった」を 4 点，「ふつう」を 3 点，「あまりよくなかっ
た」を 2 点，「ぜんぜんよくなかった」を 1 点として，その平均点を出したものである。


























































































































































































・ Ｎ 1 の文法はおもしろい。（文法）


































































































































































































































































































































































































































































































































































午前 1・2 限（５人） ：初級２人，中級１人，上級２人





































２．授業科目数の希望 今のままでいい（16 人） ：初級５人，中級３人，上級８人
多くしてほしい（３人） ：初級（生活日本語）１人，中級２人…文法，漢字
３．授業科目の希望 今のままでいい（18 人） ：初級６人，中級４人，上級８人
新しい科目を作ってほしい（０人） 





午前 1・2 限（１人） ：上級１人
午後 3・4 限（０人）
いつでもいい（５人） ：初級２人，中級１人，上級２人
その他（６人）：初級２人…指導教員と相談してみます。晩でもいいと思う。
　　　　　　　 中級１人…帰国します。　上級３人…帰国します。
その他
・ 前の学期も今学期もいろいろな授業科目を取って，私の日本語力の上達に大変重要な役割を果たしま
した。（上級）
・ いろいろいい経験になりました。畳の歴史や和菓子の歴史などの映像を見たのがよかったです。（上
級）
・ よい勉強になりました。（上級）
　まず，各クラスの授業内容に関するアンケート結果については，全体の７割が 4.5 点以上となってお
り，概ね良い評価を得ていると言ってよいだろう。
　数は少なかったが，今後のコース改善に向けての検討材料とするために，「あまりよくなかった」，「全
然よくなかった」という回答を詳しく見ておきたい。「よくなかった」という回答は，前期については
初級クラスの授業進度と教科書，中級クラスの授業のレベルで，後期については上級クラスの授業進度
で見られた。
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　前期の初級クラスの授業進度については，「生活日本語」で「あまりよくなかった」という回答者が
２人いた。１人は遅すぎたこと，もう１人は速すぎたことを理由に挙げていた。前期の初級クラスの教
科書については，「生活日本語」で「あまりよくなかった」という回答者が１人いた。その理由として「練
習があまりよくなかった」ことを挙げていた。前期の中級クラスの授業のレベルについては，「漢字」で「あ
まりよくなかった」という回答者が１人いた。難しすぎたことを理由に挙げていた。後期の上級クラス
の授業進度については，「漢字」で「全然よくなかった」という回答者が１人いた。その理由として「グ
ループで分けてするのがよくなかった」と述べていた。「漢字」は中級クラスと上級クラスの合同授業
のため，レベル別に２～４のグループに分けて，それぞれのレベルに応じた教材を用いて複式で授業を
行っている。2012 年度は前期が３グループ，後期が４グループで，グループ数が多かったため，各グルー
プへの対応が十分にできていなかった可能性が高く，そのため「グループで分けてするのがよくなかっ
た」という意見が出たものと思われる。前期の「生活日本語」と「漢字」，後期の「漢字」は，いずれ
も受講者数がいつもの期と比べて多く，受講者間の習熟度の差が大きかった。このことが，レベルや授
業進度へ不満を抱く学生がいた一番の要因だろう。
　次に，カリキュラムに関するアンケート結果を見ると，これまでと同様，日本語課外補講に関する情
報は，オリエンテーションの掲示を見て知ったという回答と，教員や友人からきいたという回答が多かっ
た。また，授業時間帯については，「専門の時間割がわからないのでこたえられない」という回答が最
も多かったが，午前と午後では，午前を希望する学生のほうが多かった。授業科目数や内容については「今
のままでいい」という回答がいずれの期も最も多かったが，前期，後期ともに初級クラス「生活日本語」
で授業科目数を多くしてほしいという要望が見られた。
８　おわりに
　日本語研修コースとの合同授業化によって，日本語課外補講の学生もより多くの科目を受講できるよ
うになった。しかし，受講者の日本語の習熟度にはかなりばらつきが見られ，また，日本語課外補講の
受講者の中には，専門の学習や研究が忙しくて継続的に参加できない学生もいるため，授業期間中に受
講者間の習熟度の差が広がってしまうこともある。この問題を少しでも軽減するため，2013 年度から
これまで日本語研修コースの学生のみを対象としていた中級クラス「文法Ｃ」，「漢字」を，日本語課外
補講の学生も受講できるように変更した。今後も他の日本語プログラムと連携しながら，より良いコー
ス運営のありかたを探っていきたい。
